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清瀬市長

　先日、中央公園での「きよせ平和
と健康まつり」に行った時、ある幼
稚園の親子が何組か来ていて、私
の傍に寄ってきてくれました。子ど
も達が私をじっと見てくれていた
ので、３人順番に抱き上げて母親に
写真を撮ってもらいました。とても
うれしかったです。
　清瀬はいろいろなお祭りが和や
かな雰囲気でとても有難いと思い
ました。そうそう、清明小の学習
発表会での、4年生全員の「下宿囃
子」もとても感動しました。着物姿
でひょっとこのお面をかぶって踊
っている子ども達と太鼓を一生懸
命叩いている子ども達、笛はおと
なでしたが、子ども達の素直さが
伝わってきて、涙が滲んでしまい
ました。
　最初はこういう所から育ってい
って、ついには皇居前広場にたど
りつくのでしょう。11月9日の天皇
陛下御即位をお祝いする国民祭典
であの「嵐」の歌の前の第一部で、
清瀬のグループ『上和太鼓』が約3
時間太鼓を叩きまくったそうです。
凄い話ですね。
　もう一つ凄い話が東星学園小学
校です。先月38年ぶりにローマ教
皇が来日されましたが、東京カテ
ドラル聖マリア大聖堂で行われた

「青年との集い」に、東星小の4～6
年生全員が招待され、教皇のお迎
えとお見送りのために旗を振った
そうです。
　38年前もローマ教皇が来日され
たとき、東星と同じ系列のベトレヘ
ム病院に老衰で入院されていたポ
ルトガル人のゼノ修道士が教皇に
招かれ、日本での社会福祉貢献に
多大な称賛を受けたそうです。
　やっぱり清瀬は清らかな地、清
地、聖地ですね。柳瀬川に感謝です。
11月に郷土博物館が『柳瀬川 縄文 
ロマン展』を開催しました。3,000
年～5,000年前の縄文土器がたく
さん陳列され、２万年前の石器時代
の遺物も展示されていました。命
には水が必要です。だから、柳瀬
川周辺には２万年前から人々が住み
着いていたのでしょう。そして、命
のバトンを繰り返し繰り返し、引き
受け渡してきたのです。
　清瀬はとても尊いまちです。今
年の「第３５回私の体験・主張発表
会」で十小6年のＴ君が学習発表会
部門で『結核予防のまち 清瀬』を取
り上げ、世界医療文化遺産を目指
していると発表してくれました。
　子ども達も清瀬の尊さを実感し
始めていると思い、とても嬉しかっ
たです。

（評）冬の夜、南の空にオリオン座がのぼる。オリオンはギリシア神話の狩
人で、さそりに殺されたため、天球上反対にあるさそり座が空にある間
は決して姿を見せない。隠れんぼをしているようだ。

オリオン座さあ隠れんぼ開始だよ� 二中１年　伊藤あいこ

大そうじアルバム見つけながめてる � 八小３年　横井柚希
（評）今日は家族で大そうじ。たなの上からアルバムが出てきた。ぱらりと
めくると生まれたばかりの私。思わずながめていると「こら！」とママか
らお目玉。「大そうじ」古くは「すす払い」が冬の季語。

流れ星三回言えずに消えちゃった � 清小 3 年　角南勇仁
（評）流れ星に願いごとを３回となえるとお願いがかなうと聞いた。じっと流
れ星を待って、お願いを言おうとしたけど、あっという間に消えちゃった。
お願いが長すぎたかな？　「流れ星」が秋の季語。

選評＝石田波郷俳句大会実行委員会・細見逍子
※�今回の俳句は「第11回石田波郷俳句大会」ジ
ュニアの部から。学年は大会時。

清瀬

　11月16日・17日、コミュニテ
ィプラザひまわりで「清瀬市農業
まつり」が開催されました。16日
に行われた「農畜産物品評会」で
は374点の農産物が出品され、審

査の結果、次の皆さんが特別賞を
受賞されました（敬称略）。表彰式
は１２月１9日㈭に執り行われます。
問産業振興課産業振興係☎042-
497-2052

　清瀬市農業まつり「農畜産物品評会」入賞者

　市のイベントやお知らせ、防災
情報は、公式ホームページの他、
ツイッター、フェイスブックでも
発信しています。ぜひご利用くだ
さい。 問秘書広報課広報広聴係

☎042-497-1808

清瀬市公式ＳＮＳをご利用ください

年末年始ごみ・資源物収集日程

 ◆12月30日㈪は、可燃ごみの臨
　時収集を行います。
◆せん定枝や落ち葉は、１２月23
　日㈪が年内最終収集日です。　
　ペットボトル置き場横に出して
　ください。
◆粗大ごみの年内収集受け付けは
　12月27日㈮までです。12月20
　日㈮からの受け付け分は、令和
　２年１月6日㈪以降の収集になり
　ます。

◆ごみ減量推進課への年内粗大ご
　みの持ち込みは、12月27日㈮
　午前中までです。年始の粗大ご
　みの持ち込みは、令和２年１月６
　日㈪からです。
◆�令和2年1月の不燃ごみの収集
日は、西地区は17日・31日、
東地区は10日・24日のいずれ
も金曜日です。
問ごみ減量推進課ごみ減量推進係
☎042-493-3750

日 月 火 水 木 金 土
12月

15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日
可燃ごみ 古紙古布

（西地区）
容器包装
プラスチック 可燃ごみ 不燃ごみ

（西地区）落ち葉

びん・かん
（火曜地区）

びん・かん
（水曜地区）

びん・かん
（木曜地区）

古紙古布
（東地区）

枝 びん・かん
（金曜地区）

22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日
可燃ごみ 古紙古布

（西地区）
容器包装
プラスチック 可燃ごみ 不燃ごみ

（東地区）落ち葉

びん・かん
（水曜地区）

びん・かん
（木曜地区）

古紙古布
（東地区）びん・かん

（火曜地区）枝 びん・かん
（金曜地区）

29日 30日 31日 令和2年1月
1日 2日 3日 4日

可燃ごみ
（臨時収集）

5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日
可燃ごみ 古紙古布

（西地区）
容器包装
プラスチック 可燃ごみ 不燃ごみ

（東地区）

枝 びん・かん
（火曜地区）

びん・かん
（水曜地区）

びん・かん
（木曜地区）

古紙古布
（東地区）
びん・かん
（金曜地区）

●西地区＝元町、中里一・二丁目、野塩、松山、竹丘、梅園 。
●東地区＝上清戸、中清戸、下清戸、下宿、旭が丘、中里三～六丁目。
●びん・かん収集地区＝火曜日地区（下宿・旭が丘・中里四～六丁目）。
　水曜日地区（元町一丁目・上清戸・中清戸・下清戸・中里五丁目の一部）。
　木曜日地区（元町二丁目・中里一～三丁目・野塩・梅園）、 金曜日地区（松山
　・竹丘） 。

受賞者氏名 品目 受賞者氏名 品目
小寺宏侑（下清戸） カブ 大川利継（旭が丘） サトイモ
松村俊夫（中里） ミカン日南 石津和幸（下清戸） カリフラワー
関重夫（中清戸） ニンジン 関直之（中清戸） カキ
小俣靖史（中里） ヤマモミジ 村野栄一（上清戸） ナス
野村浩敬（下清戸） コマツナ 松村幸一（中里） ダイコン
小寺良治（下清戸） ホウレンソウ 松村俊夫（中里） ホンコンエンシス月光
町田清実（中里） イチゴノキ 石井啓介（下清戸） バレイショ
関芳子（下清戸） ミズナ 岸一義（上清戸） キャベツ
松村美佐男（中里） キュウリ 岩田英明（旭が丘） インゲン
海老澤敏明（元町） ネギ 松村新太郎（中里） ブルーベリーサンシャ

インブルー野村浩敬（下清戸） ブロッコリー
令和元年度清瀬市農畜産物品評会
技術優秀特別表彰者 岩田英明 インゲン

申 問いずれも平日午前９時～午後
５時に、電話で男女共同参画セン
ター☎042-495-7002へ

※いずれも保育あり（６か月～就
学前）。各先着10人。ご希望の方
は左記まで申込みください。
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　誰もが生き生きと自分らしく暮らせる清瀬を目指して、地域で取り
組んでいるさまざまな活動があります。これらの活動をより良くする
ため、いろいろな角度から学んでいきます。

～ビジョンをカタチに～　
　どんな「よい」活動も積極的・
持続的に取り組むための課題は必
ずあります。みんなで共有し、大
切にすべきことは何か。組織の運
営に必要なマネジメントについ

て、連続講座で学びます。先着
40人。 日令和2年2月1日㈯午後１
時～3時、２月22日㈯午後１時～5
時 場男女共同参画センター 講公
益社団法人日本サードセクター経
営者協会執行理事　藤岡喜美子氏

組織マネジメント講座

①子どもの支援から見えること　
　困難な環境で生きる子どもの状
況や社会はどのように変わってき
たのか。長年取り組んできた講師
とともに考えます。 先着40人。

日令和2年1月18日㈯午後2時～4
時 場男女共同参画セ
ンター 講児童擁護施
設子供の家施設長早
川悟司氏

②子どもと発達障害　
　発達障害をはじめ、多様なニー
ズがある子どもたちを、どう理解
し、支えていけばよいのか。たく
さんの子どもや親と接してきた講

師とともに学びます。先着40
人。 日令和2年2月5日㈬午前10時
～正午 場男女共同参画センタ
ー 講発達支援サークル で・こぼ
所属　長坂有里子氏

子どもにかかわる大人のための～シリーズ「子どもを学ぶ」

早川氏


